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『匠の技』を、守れ！・・・日経新聞に特集記事がございました！ 

私は個人的に「和竿」については、“山野正幸”４０歳を勇逸の継承人として微力ながら支援をさせて頂

いております。 
 

＜記事の抜粋＞ 

江戸で五代続く「和竿」の老舗“竿忠”中根喜三郎さん(７５歳)が語る。 

明治の元老が住み込み「和竿」を仕上げていた歴史を持つ店にも、後継者はいない。 

「販売先の減少」・「後継者いない」・「質の良い材料の減少」と、原因を挙げている。 
 

このように、現在の和竿伝統工芸師は川口を含めても最年少が「７３歳」なのです。 

そこで、ただ一人継承する事に意義を感じている“山野正幸”を支援したいのです。 

皆様も日本の伝統文化を絶やさないように、御支援を宜しくお願い申し上げます。 
 

  

この特集記事での東京・工芸が絶えると思われる

工芸品は、左の表にございます。 
 

＊「和竿」工芸を広める意味で、“山野正幸”氏は

努力・辛抱を重ねながら、積極的に全国の百貨店

にて開催される職人展に参加を試みておりますが、

実績を見る限り利益を生み出すほどの売上げを頂

けていないのが現況でございます。 
 

＊私が無理やりに一般的に「和竿」工芸を広める

意味で、種々の展示会出るべきと後押しをしている

のですが、稼ぎに繋がらないのが現状です。 

ただ、１０年先には“山野正幸”一人だけが「和竿

伝統工芸師」として、存在の可能性がありますので

御支援を宜しくお願い申し上げます。 

 

“昭山正幸”ブランド構築中！ 

      
 

邪道ではございますが「和竿」でなくて、その匠の技を活かした「工芸・竹パタ－」・「「工芸・竹ステッキ」

などの開発プロデュースを私レベルで進めておりまして、「和竿」工芸継承の為の生活安定基盤の構

築を微力ながらお手伝いが出来ればと考えております。 

もし、釣り好きの方で「本物の和竿」の使用をお考えの方は、是非“山野正幸”作品のご愛用を宜しくお

願い申し上げます。・・・釣具「上州屋」の和竿コーナーにても、販売されております。 


